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Environmental enrichment: why it is important for zoo animals

環境エンリッチメント：なぜ動物園の動物にとって大切か
Georgia MASON Ph.D.　Professor, Animal Sciences Department, University of Guelph

ジョージア ･メイソン　グエルフ大学　動物科学学部　教授

   本日は皆様方にお目にかかれて光栄

に存じております。本日の講演です

が、四つトピックがございます。

　まず第１点目ですが、科学者がい

かに動物の生活の快適さやストレス

を評価するかということです。これ

は心と頭の両方を使っていただきた

いものです。そして、飼育環境というのは野生生物にとっ

てどんな意味を持つのでしょうか。そして、園動物の環

境エンリッチメントの有効性について、既にわかってい

ることは何でしょうか。実験動物の新しい研究から、環

境エンリッチメントに期待されるさらなる効果について

お話し申し上げます。 

   それでは、まず、いかにして科学的に動物の福祉、ウ

エルフェアについて評価しているのでしょうかというこ

とについてお話したいと思います。私のような者がスト

レスを評価する際には、主に人がどのようにストレスを

抱えるかというところの視点から始めます。例えば仕事

で大変な日々を送っている人々、そしてストレスを抱え

た日々を常に送っている人々、議論をしている人々、そ

して関係づくりに問題を抱えている人々、そして泣いて

いる、あるいは抑うつ症状を抱えている、落ち込んでい

る、非常に驚いている、怖がっている、恐れを常に抱い

ている人々、このような人々、福祉の状態が悪いわけで

す。体に変化が起こりますね。ホルモンの分泌、あるい

は免疫システム、あるいは行動さえも変わっていきます。

これが動物にも当てはまるわけです。

 

　典型的には、落ちつかない、絶えず動き回る態度をし

ますし、非常にその状況を変えようとする強い欲求、つ

まり何かの状態から逃げたいと思ったりします。うつ、

不安、そしてストレスホルモンが分泌されます。例えば、

アドレナリンであるとかコルチコステロイドが分泌され
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ます。生殖問題もあります。不妊症、そして子供の死亡

などがありますね。免疫システムの抑制もあります。そ

して、非常に高い率でもって胃潰瘍であったり、循環器

等疾患を抱えますし、寿命の短縮もあります。これは常

に動物にも当てはまります。ここで二つばかり焦点を当

てて話しを掘り下げていきたいと思います。 

　まず初めに、落ちつかない、絶えず動き回る態度です。

　人がストレスを抱えますと、ツメをかんだり、あるい

は動き回ったり、貧乏揺すりのように上下に揺らしたり

しますね。臨床の現場でも自閉症や、あるいはそういっ

たストレスの多い状況を起こされますと、常同行動と言

いましてまして異常な行動をいたします。左側ですが、

自閉症の子供です。手を揺らしています。これが繰り返

し起こる常同行動であります。これがサルにも見られま

す。非常に幼齢でもってお母さんから離されて、変な行

動をしている。これが、ストレス下に置かれたサルの常

同行動となるわけです。 

　より深く掘り下げてみたいのがストレスホルモンで

す。つまり、アドナリン、コルチコステロイド等々の分

泌です。ここでは腎臓があります。腎臓の上には副腎皮

質というものがあります。驚きますと副腎皮質ホルモン

が刺激を受けて分泌されるわけです。　

   では、ここで野生動物にとって飼育環境とはどんな意

味を持つのでしょうか。悪い面、そしていい面がありま

す。大事な点ですが、野生動物にとって飼育下に置かれ

ることにはプラスの面もあるということです。安全です

し、食糧も確保できます。ところが、マイナスの面とい

たしましては退屈であったり、身体的に制限を受けるな

どの点があります。利点と不利な点、どのようにバラン

スをとっているのでしょうか。

　野生の生活というのは非常に厳しいです。水を探す、

食べ物を探す、そして、この小さな鳥ですけれども、数

分ごとに虫を探して補食しなければいけない。雪の中で

もそうですね。そして、このキツネは砂漠の中で水を探

しています。非常に厳しい生活です。多くの動物という

のは、人間から見られていると、飼育下に置かれていま
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すと、安全であり、そしてえさもいつでも与えられます。

ペットだけではないですね、野生の種でも同じです。

 

　この事例ですが、非常にうまく飼育下で適応している

ものにグリズリーベアーがあります。動物園で異常行動

がほとんど見られませんし、繁殖が非常に良好ですし、

出生児の生存率も非常に高いです。動物園の飼育下で非

常に満足した生活を送っております。ほかにもそういっ

た種があります。オリックスがその一つですね。サルも

その一つです。ワオキツネザルですか、そして、ドブネ

ズミもそうですね。ですが、これがすべてではないとい

うことは、悲しいですが事実です。動物の中で、飼育下

に置かれていると異常な行動を起こす動物たちもいま

す。では、ここでどんな問題があるのでしょうか。どの

ように解決すればいいのでしょうか。

　常同行動ですけれど、非常に繰り返して行われる異常

な行動です。自閉症の子供と似ていますね。ここではク

マがペーシングをしています、常同歩行ですね。このゾ

ウですけれども、同じ行動を何回も繰り返しています。

足を同じところに置いています、そして回っていますね。

このような常同歩行というのが問題なんです。そして、

種の中には非常に高頻度に常同行動があるものもありま

す。その事例の１つがキリンであり、80％のキリンが

常同行動を見せます。舌で遊んだり、繰り返して壁をな

める行為といったことが見られます。

　ほかの種でも常同行動はあります。また、ほかの問題

もあります。例えばゾウですけども、いろいろな理由が

あって常同行動、あるいは動物の福祉の観点から懸念が

あります。これは同じゾウですね。揺れているという常

同行動もあります。そして、後でまた、これに関する解

決も見せていきたいと思いますが、ゾウは跛行であると

か皮膚疾患であるとか、自分たちの子供を殺してしまっ
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たりとか、あるいは不妊であるとか、成熟前に死亡して

しまうといったこともあります。飼育下のアジアゾウと

いうのは、野生状態にあるよりも 50 パーセント生存率

が低いのです。

　チーターも動物園で問題を抱えやすい種になります。

例えばストレスホルモンを多く出してしまうんですね。

非常に高いストレスを出してしまう、野生に比べて出し

てしまうのがチーターなんです。副腎肥大が起こってし

まうんです。ですから副腎を、動物園のチーターと野生

のものと比べますと、大体３倍の大きさになっています。

ストレスホルモンがたくさん分泌されるということです

ので、胃の問題、胃炎とか胃潰瘍になりやすいというこ

とが言われています。

　また、動物園での繁殖の問題があります。繁殖したと

しても、非常に新生児の死亡率が高く、野生のものに比

べますと、アフリカの繁殖センターのものは死亡率が２

倍であると言われています。

　しかし、悪いことだけでもないんです。どうすれば動

物を飼育環境へ適応させるかということ、これは種に

よっても違いますし、飼育下で誕生したのか、野生から

飼育下に置かれたのかということによっても違います

し、動物園のありようによっても変わってきます。そこ

で、例をお示しいたしまして、その動物の福祉の問題に

どうやって対応していけばいいのかという解決策を示し

たいと思います。

　これは動物園によるバリエーションの例ですけれど

も、このチーターというのは死亡率が非常に高い、乳幼

児の死亡率が高いわけです。しかし、動物園によって違っ

ていて、最初の６カ月で 17％の動物園もあれば、乳幼

児の 44％が死亡してしまう動物園もあるわけです。つ

まり動物園によっては正しくやっているし、やり方が間

違っているところもあるということです。また、種によっ

てもいろいろ違います。ある種では非常にうまくいくの

に、ほかの種ではうまくいかないというのがあります。 
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　この下の方ですが、下の列にあるのは、飼育下でかな

りうまく適応するもの、上の方はうまく適応できないも

のです。つまり、うまくいかないのは赤ちゃんも生存し

ないし、行動もうまくできないし、健康上の問題を抱え

やすいわけなんですね。この上の種というのは非常に異

常行動につながりやすいし、ストレスも抱えやすい種と

いうことになります。ですから、科学的に種の違いによ

る相違や、動物園による相違を客観的に判断して、それ

によって福祉を考えていくというこが重要になってきま

す。　

   これは一つの例ですが、肉食動物を見ていきますと、

種によってかなりいろいろ異なっています。このグラフ

を見ていただきますと、それぞれの点が異なった種をあ

らわしています。常同行動、異常行動がどれぐらい出て

きたかということを見ています。そして、野生のものと

比べてどれだけ違うかということを見ています。野生の

中であまり動かないもの、例えばミンクとか北極ギツネ

になりますと、動物園にいてもあまり異常行動を起こさ

ないけれども、通常、野生のときに移動範囲が大きいも

のは、異常行動を動物園で起こしやすいということがわ

かっています。 

　また、自然の行動というもの、それをリスクファクター

として見た場合に、出生児の死亡率にどれだけ影響を与

えるかということを見ています。飼育下での出生児の死

亡率、あまり移動範囲が大きくないものは出生児の死亡

率も低いですし、移動範囲が大きいものは、やはり飼育

下で死亡しやすいということがわかります。

　ホッキョククマを見てみますと、かなり野生と飼育下

で行動が変わってきます。ホッキョククマの場合、かな

り行動範囲が大きいんですね。大体、８万平方キロメー

トルぐらいの行動範囲です。しかし、最小の行動範囲の

ホッキョククマであっても、1,200 平方キロメートルぐ

らい動くわけです。これを動物園のサイズと比べますと、

せいぜい数千平方キロメートルぐらいしかないわけであ

りますから、実際の行動範囲の 100 万分の１ぐらいし
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か行動範囲がないという動物園もあるわけです。

　こうしますと、やはり動物の福祉の問題には大きな要

因となりえます。特に福祉の間での、種の違いというこ

とをお話ししてきました。同じ種の中でも、動物園によっ

てどれぐらい違うのか、比較的良いところと悪いところ

はどうなのかということを示します。 

　これはキャッシーコルステットとジミーブラウンがホ

ノルル動物園、それからワシントン動物園で観察したも

のですが、多くの動物園でクロサイの調査をいたしまし

た。そして、コルチコステロイドがどれぐらい出ている

のか、これはストレスホルモンなんですが、その量を動

物園ごとで比較をしました。動物園によってコルチコス

テロイドの分泌量が高いのか低いのかを予測する要因と

いたしまして、展示場のフェンスの長さを見ています。

これは見物者の人たちが、この赤い線の外から見ている

わけですね。ですから、ほとんどフェンスの外側からし

か見ることができない。しかし、見物者に囲まれてしまっ

ている状態ですので、クロサイのストレスも非常に高く

なります。 

    これはマイアミ動物園なんですが、見物者はここだけ、

この一部のところからしか見られないんですね。あとの

ところはかなりプライベートな、つまり動物が人から逃

れられるわけなんです。こういった場合には、クロサイ

のストレスもかなり低いということがわかっています。

動物園によってもこれだけ違いがあるということですの

で、動物の福祉にどういう状況だと悪い影響があるのか

ということがわかると思います。 

　この種、これはウンピョウですけれども、これも動物

園ごとでの比較をいたしました。隠れる場所があるとこ

ろ、特に高いところに隠れることができると、つまり一

般の人から隠れることができるような施設を持った動物

園ですと、コルチゾールの分泌が少ないということがわ

かります。つまり、隠れる場所があるかないかというこ

とで、ストレスホルモンの分泌が変わってくるというこ



21Workshop Ⅱ Zoo Improvement/Enrichment

となんです。

　行動範囲が広い動物の方が福祉の問題を抱えやすいと

いうこと。それから、人目につかないところにある方が

ストレスを感じにくいということですので、自然から隔

離された状態の中で、どういう影響が動物にあるのかと

いうことを考えなければいけません。そしてまた、福祉

が良いところ、悪いところというのを、自然から隔離さ

れた状態でも比較していくことが重要です。上野先生が

おっしゃいましたけれども、新奇新器物を与えるという

こと、そして環境とインタラクションとれるような環境

にするということが非常に重要です。 
　では、ここからいかに環境エンリッチメントが動物に

とって大事なのかということについてデータをお見せい

たします。動物園の事例ですが、ほかの種も用いたいと

思います。と言いますのも、非常にこれまで研究が進ん

でいる種があるからです。 

　では、このスライドですが、先ほど、いろいろな動物

園間の比較で、たくさん隠れる場所があるとリラックス

できるということを言いました。隠れる場所がないとス

トレスが高くなります。これによりまして、この種の囲

いをつくるり、隠れるところをつくるということが良い

ということがわかっております。

　これは、実験をしたブルックフィールド動物園の結果

です。ここではそれぞれの棒ですが、六つの結果が出て

おります。これがストレスホルモンのレベルですね。黒

い棒ですが、ストレスホルモンが環境エンリッチメント

の前のものです。白いものですが、環境エンリッチメン

トの後です。囲いを高くした結果です。それぞれこのウ

ンピョウに関する、六つの動物園の結果ですけれども、

隠れ場所をつくりますと、ストレスホルモンのレベルが

下がってます。50％以上下がっておりますね、これが

ストレスホルモンがいかに変わるかということのよい事

例だと思います。  
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　では、異常行動はどうでしょうか。ここでは常同行動

ですが、荒れ地ネズミ、ジャービルです。このケージの

隅に行って、穴掘りを続けてます。なぜなんでしょうか、

これはとめられないんでしょうか、環境エンリッチメン

トでうまくいくのでしょうか。このジャービル、荒れ地

ネズミですけれども、砂漠にいますともちろん穴を掘り

ます。ここでは小さいジャービルが見えるかと思います。

小さな目が見えますね。砂漠の熱から逃げるために穴掘

りを続けるわけです。  

 　では、トンネルを掘った後、どうなるんでしょうか。

巣穴を掘って、そこで夜間に寝て、そして子供をつくる

わけです。実験室のケージの中ですと、このような巣穴

を与えます。そして、このようにトンネルを掘っていき

ます。そして、安心感を保つためにこのようなトンネル

を、向こう側に巣穴をつくるということで、常同行動が

回避できたという結果があります。上野先生も先ほど

おっしゃいましたけども、いつも動物に自然の刺激が必

要なわけではなく、人工的な刺激でも良いんですね。自

然と同じような感覚を与えれば良いです。この事例から

もその点はわかるかと思います。 

    馬というのは社会的なつながりを求めます、心がある

んですね。馬だけで孤立させていきますと、たくさんの

常同行動が出てきます。ほかの馬を見ると、常同行動が

軽減されます。鏡であっても、この常同行動は軽減でき

るんですね。本当の自然の刺激だけではなくて、何かト

リックを与えて、ほかの馬を見せるということでも常同

行動が軽減できる、これが環境エンリッチメントです。

人工的に自然の生活を模倣するということで、常同行動

が変化するんです。 

    動物園におきまして、この環境エンリッチメントの研

究の結果、良いということがわかりました。23 の研究

が動物園、世界じゅうで行われまして、このデータです

けれども、環境エンリッチメントを与えますと常同行動

が典型的には 50％減少するということでした。肉食動

物、霊長目、そしてほかの種であっても、動物園におい

てはこういった環境エンリッチメントが非常によい戦略

であるということがわかります。常同行動だけではなく、

ほかのプラスの面もエンリッチメントにはあるというこ

とです。

　これは中国のウーロンセンターでの研究です。ここの

パンダのブリーディングセンターでが、たくさんの問題

があります。繁殖の問題ですね。そして、大きな戦略を

考えて、環境エンリッチメントを始めました。囲いの再

設計をしたり、そして新しい新奇物を与えたり、そして

飼料地区の増量をしたりしました。これはうまくいった
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んですね、たくさん子供が生まれました。これがそうで

す。おもちゃみたいですけども、本当の子パンダですよ。

そして、常同行動もこのエンリッチメントの結果、減っ

たということが言われております。

　野生由来の動物、そして飼育下由来の動物、両方とも

に環境エンリッチメントの効果があるわけです。慢性的

なストレスを大幅に防止し、異常な行動を減少させるこ

とがわかっています。恐れということから回避できるわ

けですね、これは人と同じです。そして、必要な行動を

とらせるということ、モチベーションを保たせてるとい

うこと、そして野生と同じような状態のモチベーション

を与えるということです。動物園の飼育員も、このこと

をわかっている者は多いと思います。 

　次ですけれども、私の講演の最後になりますが。ここ

では特に環境エンリッチメントは実践的に使えるという

ことを申し上げたいと思います。動物の福祉だけではな

くて、環境エンリッチメントは実践的にもプラスの面が

あり大事だと。そして、コストをかけるだけの有用性が

あるということを申し上げたいと思います。
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　ではまず、実験室の動物ですけれども、実践的なプラ

スの手法が環境エンリッチメントにあるということがわ

かってます。つまり、動物園の動物だけではなく、実験

動物でもプラスの効果があるということがわかってま

す。

　では、ここでは実験用のげっ歯類、これをご説明して

いきたいと思います。

　マウスですけれども、これを使った実験です。私が博

士課程の学生の際にはミンクを研究対象としていまし

た。げっ歯類ですけれど、環境エンリッチメントとして

いろいろな視点があります。このような退屈なケージを

与える。そして幾つかのエンリッチメント、そして大き

な楽しいおもちゃ等々を与えたケージもありますね。

ラットとかマウス、このようなげっ歯類ですが、動物園

の動物と同じように、環境のエンリッチメントというの

はストレスを軽減させます、そして異常な行動も軽減い

たします。これ、新しい発見ではないです。ほかの結果

というのも研究からわかっております。まず何よりも環

境エンリッチメントというもので、動物園の動物だけで

はなく、実験動物もストレスや病気に対する能抵抗力が

高まるということがわかってます。ストレス耐性がつく

ということです。この事例を申し上げたいと思います。

　ストレスに作用する力もありますし、疾病に対応する

力も高まってまいります。解決しなければならない問題

に強いということですね。 

　初めの事例ですけれども、多くの事例がありますが、

実験室のげっ歯類において、環境の改善、エンリッチメ

ントによって急性のストレスに耐性がつくということで

す。

　ストレスを受けると大きなエンリッチメントのケー

ジ、あるいは小さい退屈なケージの値が要るというとこ

ろで対比されます。ストレッサーが与えられます。

　げっ歯動物というのは、もちろんストレスを嫌うわけ

ですが、このグラフ、ストレスホルモンのグラフです。

副腎から出るものですね。このラインがそうです。この

波線ですけれども、大きなエンリッチメントのケージの

ものです。退屈なケージと、そしてエンリッチメントの

ケージのラインが違います。解決しなければならない問

題がない場合、この二つの線というのは、優位な差はな

いはずです。ですけれども、ハンドルをつかまなければ

いけないという問題を与えられた場合、コントロール群

のものは大きなストレスを抱えます。ところが、エンリッ

チメントされたものはそうではないです。ストレスを与

えられても気にしないということであります。同じよう

な事例がたくさんあります。 

　では、疾患に関する耐性です。たくさんの事例がこれ

でもあります。

　例えば、実験用のげっ歯類ですけれども、人の疾患を

使って、例えばハンチントン病であるとかてんかん、ア

ルツハイマー病などの研究をいたします。環境エンリッ

チメントの環境下にあるものは疾病に対する抵抗力が高

くなります。こういったハンチントン病、てんかん、ア

ルツハイマー病に対する病の回復を助けますし、免疫改

善もいたします。そして、創傷でさえ、傷でさえ早く治っ

てしまいます。ですから、外科的手術を受けたりした場

合にも回復が早いわけです。そして、ほかの研究ではげっ

歯動物は長寿であるということもわかっております。こ

れが環境エンリッチメントにある場合の差異です。

 

　例えば、雄のネズミと雌のネズミの関係を見ますと、

研究の中で、脳卒中を抱えたネズミの場合、雄のネズミ

で、雌のネズミからの接触を受けた方が麻痺からの回復

が早いということがわかっています。これが証拠という

ことで、げっ歯類であっても、より疾病からの回復が早

いということがわかっています。エンリッチメントのも

とにある動物の方が疾病から回復が早いですし、また人

間にとりましても早い段階で、その疾病の兆候を見るこ

とができることがわかります。成長してからよりも、早

い時期に疾病を見つけた方が治しやすいわけです。エン

リッチメントによって何か疾患があるという場合に、そ

の率を下げることができます。

　ここでも一つ例ですが、ハンチントン病のネズミの例

です。エンリッチメントをやめてしまいますと、何かお

かしいという兆候が出てくるわけですね。つまり、エン

リッチメントの程度が非常に疾病に大きな影響を与える

ことがわかります。もちろん、人間にとりましても、動

物をよく見て、早い時期に疾病の兆候を見ることができ

るということで、非常に良いサインになります。
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　プリオン病がある場合、例えば、穴掘り行為がかなり

早い時期に減ってしまったというネズミの場合には、つ

まり自然の行動をとれなくなってしまった場合には、プ

リオン病である可能性が非常に高いということで、これ

もやはりエンリッチメントを使って、疾病を早い段階で

見つけるという例です。　

　もう一つ、この環境エンリッチメント、やはりラット、

マウスを使ったもので、環境のエンリッチメントによっ

て脳の機能も改善することがわかっています。脳の重量

を増加させますし、学習能力を向上させるということも

わかっています。解剖学的に見ましても、非常に脳の構

造が変わっているということがわかります。神経細胞の

分岐が変わっていますし、脳の重量がふえています。エ

ンリッチメントがない場合には脳も小さいですし、余り

活発に動かないということがわかっています。そして、

学習能力も低いことがわかっています。　

　最後の例になりますけれども、これは私の実験室で行

いました。博士課程の大学院生のマリヤデアスと一緒に

やったんですけれども、環境のエンリッチメントによっ

て、動物をもう一つの性の動物に対して魅力的にできる

のかどうかということを見ています。動物園で出会わせ

たときにどういう問題が起こるのかということを見てい

ます。
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　例えば、雌の動物がよりストレスの低い雄の方を好む

のかどうかということを見ています。その方がより遺伝

子的にもいいし、よりよい父親になり得るということを、

雌の動物が、これはミンクなんですけれども、感じるの

かどうかということを見ています。　

　この実験をするために、二つの環境にミンクを置きま

した。一つの環境では、これはホームケージという非常

に小さな、全く何にもエンリッチメントがないところに

入れた場合です。七つの小さなケージがあります。これ

は非常に標準的な環境と言えると思います。半分のミン

クには、上まで上がることができるクライミングタワー

を与えています。このクライミングタワーを通っていき

ますと、非常に豊かなエンリッチされているコンパート

メントになります。玩具もありますし、新奇物もありま

すし、流水もありますし、泳ぐこともできますし、非常

におもしろい興味深いものがいっぱいあります。した

がって、半分のミンクはケージから逃れて、エンリッチ

されたケージで楽しい生活を送ることができるわけで

す。

　そして、雌に選択権を与えました。二つの環境の雄の

どちらを選ぶのかと、これは雌のケージなんですが、こ

の小さなトンネルの中に雌が入っていくんですね。この

トンネルでどちらの雄も訪ねることができるようになっ

ています。ここに小さな穴がありまして、雌が雄を訪ね

たいという場合にここから入っていくことができるんで

す。雄はケージから出ることができないんです。ですか

ら、雄は雌を待っているしかないわけなんです。雌が標

準的なところにいる雄を選ぶのか、もしくはエンリッチ

され、タワーがあって、刺激がいろいろある部屋に入る

ことができる雄を選ぶのかどうかと。どっちを選ぶので

しょうか。　

　非常に信頼に足るものとして、雌はエンリッチメント

された環境の雄を選びました。交配の数を比べています。

エンリッチメントされた環境の雄、それから標準的な環

境の雄を比べています。ですから、環境エンリッチされ
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た動物の方が、異性にとっても非常に魅力的であるとい

うことがわかります。

　これは実験のげっ歯類ですけれども、環境エンリッチ

メントによってストレスを下げ、常同行動を減らすこと

ができるということがわかりますし、また、動物が適応

する、そして実際的にまだきっちり測定したわけではあ

りませんけれど、動物園という環境の中でも得るものが

あるということがわかります。

　動物園の動物にとりまして、環境エンリッチメントと

いうのは常同行動を減らすことができますし、乳幼児の

生存率を高めることができます。自然の動物に比べても、

よい環境を与えることができます。

　また、ミンクやラットといった研究用の動物にとりま

しても、環境エンリッチメントによってストレス、そし

て病気に対する抵抗力が上がっていきますし、また、認

知能力も改善します。

　また、人間にとりましても、病気を早い段階で見つけ

ることができるということですので、非常に有益ですよ

ね。そして、多くの動物はエンリッチメントされた環境

に置かれている方が異性の動物から非常に魅力的だと考

えられるということがわかります。　

　以上です。どうもありがとうございました。

○上野吉一

　ありがとうございました。何か質問があれば、ぜひ聞

いておきたいということがあれば、特に。どのようなこ

とでもどうぞ。

○質問者

　非常にすばらしいおもしろいレクチャー、ありがとう

ございました。アブストラクト、抄録読みましたけれど

も、補食動物と、そしてプレイが非常に似てると書いて

ありました。日本の動物園では、計画としてホッキョク

グマの囲いを考えているところですね。ガラスの壁が

あって、窓があって、そしてそれでふさいでしまうとい

うところがあるということでしたけれども、これについ

て御意見ありますか。

○ジョージア・メイソン

    少なくともフェレットのようなものですね、小さな猫

です。ライオンとかトラとか、そういったものと同じよ

うにストレスがあるというのは驚くべきことではないで

す。シールドというのは、ホッキョクグマのとなりにあ

ると問題です。問題は、ホッキョクグマにとって、遊ぶ

というのを見ることがいいのかどうかということです。

これは刺激的かもしれません。でも、フラストレーショ

ンがたまるかもしれません。

　つまりキャンディーのストアの中にキャンディーが

あって、でも、それが食べられないということです。そ

こにシールがあって、そして決して食べられない状態で

すので、ストレスがあるかもしれません。私の直感では

よい考えではないような気がいたします。

○上野吉一

　ほかに、どうぞ。

○質問者

　実験で動物のケースで、リッチエンバイラメントが与

えられた動物は、異性に対してより魅力的になるという

ことですけど、これは人間に対しても同じようなことが

言えるんでしょうか。

○ジョージア・メイソン

　人間にとっても本当ですよ、そのとおりです。答えは

イエスです。

　特に、女性というのは資源というのが重要なんです。

お金が重要なんですよね、男性そのものより。ですから、

すべての哺乳類にとりまして、女性はテリトリー、遺伝
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子がいい、そしてストレスに抵抗性が高い、病気がない、

大きくて強い、つまりエンリッチメントされた環境、ス

トレスのない環境。例えばこういう常同行動しないとい

うことの方が、より魅力的なんです。人間のデータとい

うのもありますよ。ほかの種のもありますし。

○質問者

　より異性を引きつけるために、どういう環境に自分を

さらしたらいいでしょうか。何かアドバイスをください。

○ジョージア・メイソン

　わかりません。あなたが判断なさったらいいと思いま

す。私もそうですけれども。

○質問者

　ステレオタイプの行動について、非常におもしろいい

ろいろな発表を聞かせていただいたんですけれど。動物

が飼育下にいた場合に、発現できない行動の転移として

出すペーシングだとかの一般的なステレオタイプの行動

と、環境を変えても、それがまだ、いわゆる癖が残って

しまうタイプの、そのまま残り続けたときのストレオタ

イプの行動とは、構造が違うということはあるのかどう

かをちょっと伺いたいんですけど。

○ジョージア・メイソン

　非常にいい質問ですね。データをお見せいたしました

が、アニマルが環境エンリッチメントの環境下にあると

きには、その常同歩行が減りますけれども、半分になり

ますけれども、なくなるということはないです。ただ、

ぶざまな感じがないということです。エンリッチメント

は十分ではなくても、あるいは遅きに資しても、動物の

脳に対して何か変化を与えますが、それが遅い場合には

全くなくなるということはないんです。ですので、その

環境エンリッチメントは初期の段階で、常同行動が固定

される前に、環境エンリッチメントされた環境下にさら

すことが必要になるかと思います。それでよろしいで

しょうか。

○上野吉一

　それじゃあ、まだ質問あると思いますが、とりあえず、

ここで一たん終わりにして、次の発表に移りたいと思い

ます。

　次は、それじゃあ、まず拍手をお願いします。

　それでは、次は上野動物園の堀さんにお話しいただき

たいと思います。

　準備してる間に、簡単に堀さんの御略歴を話しますと、

堀さんは飼育担当としてパンダの飼育にかかわってこら

れました。きょうの御発表もパンダに関するエンリッチ

メントということで、現在は飼育係長という立場で、飼

育員の監督する側に回って、現場の仕事というよりは管

理する側に回られたということですが、そういった実際

にかかわってきたことについてのお話をしていただくと

いうことになります。


